
 

 

 
事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 仙台ＹＭＣＡ内 
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ブリテン：http://ys-east.jimdo.com/bulletin/sendaihirosegawa/ 
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2016～2017年度 クラブ役員 

会    長 及川  浩美 地域奉仕  伊勢 文夫 メネット会長 松本 京子  

副 会 長 佐藤  剛 阿部 松男 ブリテン 本野 日出子 

菅野  健 会員増強  村井 伸夫 ユース 布宮  圭子 

書    記 加藤  研 吉田 俊一 ＹＭＣＡ 清水川  洋 

会     計 門脇  秀知 国際交流  佐藤  善人 直前会長 佐藤  善人 

監    査 高篠 伸子 ドライバー 菅野  健 担当主事 荒木 啓二 

 

 

 

１０月第１例会報告 

在籍者 １６名 出席者   １１名  １１名 メイキャップ １名 出席率 ７５％  

メネット 名 ゲスト・ビジター    名 ニコニコ １１０００円 

２０１６―２０１７年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   Joan Wilson   (カナダ)  「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア 会長   Tung Ming Hsiao (台湾） 「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事   利根川恵子   (川越）    「明日にむかって、今日動こう」 

北東部 部長    長岡  正彦 （もりおか） 「明日のために、いま土台を築こう」 

クラブ 会長  及川  浩美 「笑顔を絶やさず！」～ Keep  on  smiling ! ~ 

 

 

 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
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巻頭言               今日一日に感謝                  松本京子  

ストレスや運動不足もあり、時々ジム通いをしながら忙しく働いている私がここにいます。 

あと何年健康でがんばれるかなぁーと思うこの頃。人生５０年と言われた時もありましたが、私も６０歳を過ぎ 

健康を気にかけるようになりました。 

以前読んだ本の中に古代インドでは人生を４つに分け「学生期」「家住期」「林住期」「遊行期」と、 

私は今「林住期」にあります。「林住期」は＜職業や家庭や世間の付き合いなど「くびき」から自由になって 

じっくりと己の人生を振り返ってみる時期＞と解して、人生のクライマックスに入ったのかな～と思っています。 

仕事や人間関係で悩む事もありますが、健康であればどんな苦しい事があっても、乗り越えられるとの思いで 

努力し、健康な毎日に感謝出来る喜びを幸せと前向きに考える様になりました。 

そして、これから迎える「遊行期」をどう迎える事ができるか 

「健康は宝」と今日一日に感謝して、過ごしたいと思います。 

今期の広瀬川クラブメネット活動の一つにエプロンシアターを作成して、 

保育園や児童館などに贈呈する予定で、先月から作成に取り組んでおり 

完成が楽しみです。健全な子供の成長を思い、 

ささやかな支援活動になればと願っております。 

 

 

                                        

 

 

         

 

  

                       今月の聖句                    吉田 俊一 

「さあ、大いなる都ニネべに行って、わたしがお前に語る言葉を告げよ。」 

                                  ヨナ書３章２節 

            

 

 

    

 

 

ヨハネによる福音書２０章２８節 

          

     

 

  

                      

                

                                

 

 

  創世記15章6節 
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【10 月第 1例会報告】 

日時：10 月 28 日（金）18：30～ 

場所：仙台市太白区「茂庭荘」 

出席者：阿部、伊勢、及川、加藤、門脇、菅野 

    佐藤（剛）、佐藤（善）、高篠、松本、村井 

クラブ会員みんなで温泉に入って一泊したい！ 

以前から要望があった「お泊り例会」を仙台広瀬川クラ

ブ発足 5 周年記念行事としてついに実現しました。 

場所は仙台藩主旧伊達邸である鍾景閣の隣の「茂庭荘」。 

仙台市中心部から車で 30 分程の皆が集まりやすいとこ

ろです。温泉に浸かり、みんな浴衣姿で例会スタート。 

最初はおごそかに普段の例会と同じように始まりました。 

伊勢メンによる乾杯後は宴会に突入。 

皆で持ち寄ったお酒に舌鼓を打ちながら 

仙台広瀬川クラブ発足時からの 

思い出話に花が咲きました。 

場所を移しての二次会も「自称歌手」の続出・・ 

深夜まで楽しい宵は酔いのまま続きました。 

温泉地という開放感もあり改めて会員同志の絆を深める

ことが出来ました。 

来年以降もお泊り例会を定例化していく事が全員一致で

決まり、翌朝、美味しい朝食をいただき散会しました。 

ニコニコは１１０００円 

 

今後の予定 

11 月 26 日(土) 北東部評議会(仙台) 

   27 日(日) 街頭募金 

12 月 2 日(金) 第４５回仙台 YMCA クリスマス 

   ７日(水) 第２例会 

  21 日(水) クリスマス例会 

   23 日(金) 街頭募金 
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【１１月第 2 例会報告】 

「リオパラリンピリック男子柔道監督・遠藤義安さ

ん」のお話を頂きました。以下お話の要旨 

「中学から大学まで柔道部に所属したが、選手として

は決して強くはなかった。 

学生時代に目の不自由な方との練習などがあり、視覚

障がい者の柔道に関心を持つきっかけになった。 

試合の方式は健常者とあまり変わりはないが、組み合

って「はじめ」となり、両者が離れてしまった時だけ

「まて」の声が掛かり、常に選手は組み合った態勢で

試合を進め、相当の体力が要求されます。体力的に勝

る海外勢が活躍している。 

選手達の雑談で『目が見えたら良いなと最初は皆が話

すが、結局最後には、今のままで柔道を続けられるこ

とが幸せだ』との結論になる。 

選手は「視覚障がい者」であることを受け入れ、「障

がい」あるからこそ日本柔道の代表選手として世界へ

飛び出して行ける。このことに「誇り」を持って苦し

い稽古を乗り越えている。」 

【遠藤さんがこの道へ進んだ決定的な出来事】 

シドニーオリンピックの時、大会後思うような成績を

出せぬ選手と共にシドニーの海に行き、目の見えぬ彼

らが次々に海に飛び込み「監督！アテネはどちらの方

向ですか？」と必死に泳ぐ姿を見たとき、彼らに 

対しての自分の役割が「はっきりと見えた」。 

全盲の方が海で泳ぐことは危険なことで「アテネの方

向は？」と尋ねられた時、手をたたき「こちだ！」と

遠藤さんは彼らに伝えたそうです。 

今でも思い出すたび「涙」が溢れる光景だと仰る遠藤

さんの瞳に、再び涙が溢れていました。 

ご自分の居場所とやるべきことを、選手たちに啓示さ

れた瞬間だったと思います。（加藤） 

 

 

 

 

写真上：遠藤監督  



第２例会ご出席者（敬称略）２７名 

広瀬川クラブ：阿部・伊勢・門脇・加藤研・菅野・布宮・ 

本野・村井・松本・吉田 

ゲスト 仙台クラブ：横倉・中川・吉田・鈴木  

青葉城クラブ：加藤重雄・菊池・尾木  

石巻クラブ：清水・黒田 

東北学院大：坂本・菅井・多田・高橋 

仙台ＹＭＣＡ：佐藤百合・堀越・加藤雄一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メネット会活動報告】 

「エプロンシアター」という保育用品を作成しようと、

只今試み始めました。 

南大野田保育園長の布宮先生にもご相談し、テキストの

中から１つ選んで頂きました。久しぶりのお裁縫ですが、

可愛いフェルトの作品が出来上がっています。 

子ども達に手作りで温もりのある贈り物が届けられれば

良いなと願っています。（メネット会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【富沢児童館まつり】 

１１月５日(土)、快晴のお天気の下、恒例のお祭りがス

タート。我クラブの担当は、特設された「サザエさん・

磯野家満載スペース」でのお手伝い。畳部屋の一角に『ス

トライク・アウトゲーム』が準備され、列をなす子ども

たちに「ボールの準備」「ストライク・アウトのコール」

をすることがお仕事。 

和室には沢山のサザエさん一家の似顔絵が飾られ、正に

テレビの画面の中に飛び込んだ状況。事前に準備された

「かつら・付けひげ」で「波平さん」に変身。さらに持

参した「自前の着物」を身につければどこからか「♪お

さかなくわえたドラ猫、追っかけて♪」のメロディが…

心はすっかり日曜午後６時３０分になり、齢を忘れて子

どもたちと一時を過ごしました。５０個あった参加賞が

アッという間に無くなり、隣近所のゲームコーナーから

追加を借用、恐らくは１００名からの子ども達に遊んで

もらったと思います。 

皆礼儀正しいお子さん達でビックリしました。童心に戻

れた貴重な一時でした。ちなみに 

お祭りに参加した子供たちの総数は３７４名で昨年を大

きく上回ったそうです。普段のスタッフの地道な努力の

結果ですね。ご苦労様でした。（加藤） 
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編集後記 

短い秋が終わろうとして風が冷たく感じます。 

韓国でも米国でも大統領の話題でもちきり。いいの、悪いの・・ 

「所詮、自分達が選んだのでないですか」と言いたい。Ｈ．Ｈ 

写真：日本選手団メダリストと（左端：遠藤氏）  



 

楽しかったお餅つき 

 

１１月１０日（木）ＹＭＣＡ南大野田保育園では、収穫感謝を記念して餅つき会を行いました。 

当日は、菅野さん、伊勢さん、阿部さんが頼もしい助っ人として参加してくださいました。にぎにぎし

く皆さんをご紹介し、餅つき会のスタートです。ワイズメンの力強い餅つきにこどもたちは、大歓声をあ

げて「わっしょい。わっしょい」「松ちゃん頑張れ！頑張れ！」と応援をしました。あらかたつきあがる

と次は、お楽しみの餅つき体験です。 

伊勢さんは、「お名前は？」と一人ひとりに声を掛けてくださり、大きな声で「よーし、つくぞ～」と子

どもの杵を支えてくださって楽しい餅つき会となりました。子どもたちと一緒に食べたお餅の味はいかが

だったでしょう？ 

「毎日この薄味の食事を食べていたら病気知らずだな～」と、菅野さんのお言葉。そうなんです。和食と

薄味にこだわっているＹＭＣＡ保育園の味でした。 

「毎月一回は、餅つきした～い」「おいしかった」「また来てね～。」子どもたちの声です。阿部さんの

華麗な杵さばき（？）に年長組の女の子から絵のプレゼントがありました。楽しい美味しい餅つき会とな

りました。感謝してご報告いたします。 

ＹＭＣＡ南大野田保育園 布宮圭子 

 

 

 

   

 

4 

よいしょ よいしょ よいしょ 

おいしいなあ～ 


